
1997 (平成9年)

3月号

No.458 

、

今金町民憲章

。 民主主義に帽して生活を合理化して近代的な町にいたしましょう.

0 健厩で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう.

。 技能をみがき産量目開尭に努め畳かな町にいたしましょう.

0 教曹をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう.

制定昭和'"事10月1日
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企全道勝ち按き歌謡選手権
ゲスト「上杉香緒里」オンステージ

総
選
手
権
な

ど
、
両
日
に
わ

た
り
多
彩
な
行

事
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

会
場
内
は
町

内
は
も
と
よ

り
、
近
隣
町
村

か
ら
も
大
勢
の

見
物
人
が
訪
れ

賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

今
年
で

M
回
目
を
迎
え
た
「
い

ま
か
ね
雪
ま
つ
り
」
が
議
吹
雪
を

テ
l
マ
に
ふ
れ
あ
い
広
場
で
2
月

9
日
の

2
日
間
賑
や
か
に

J A今金職場全員の力で完成した見事な
雪像で10念写真

8
目、

企冬の夜空を彩る花火ショー

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
雪
像
は
、
一
時
雪
不
足
で

懸
念
さ
れ
た
中
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
が
、
大
小
合
わ
せ

M
基
の
雪

像
が
、
見
事
に
完
成
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
第
1
回
目
の
平
成
雪

合
戦
槍
山
大
会
も
行
わ
れ
、
伊
藤

多
喜
雄
コ
ン
サ
ー
ト
、
上
杉
香
緒

豊
さ
ん
を
迎
え
て
の
勝
ち
抜
き
歌

企第 2回全日本だるまさんがころんだ選手権大会(予選を通過
するのもー苦労)

的
ワつ

ま雲ね

砂賑わう会場にて
カラスの高みの見物

か

• 

• 

• 

• 

ぬま

4

司
に
ぎ
わ
う
出
庖

企敗者防ぎょのすべなし
勝者 ゴメンな-(言ったかはどうかつ )

国

...伊藤多喜雄コンサート

14 第

d 

会l

V国際大会に向け、世界制覇なるかっ
槍山平成宮合戦初代チャンピオン「ペガサス S0 XJ 

...遊ぶのもコンサートを見るのもスベリ台

元気な子どもたち

‘ー

企雪像前でパークゴルフゲ ム

圃

習
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J
A
共
済
全
国
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

見
事
、
審
査
員
特
別
賞

神
丘
小
学
校
2
年
生
の
河
田
大
地
君
が

2
月
7
日
、
J

A
共
済
全
国
小
中
学
生
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
、

特
別
賞
に
締
き
ま
し
た
。

河
田
君
は
、
全
道
の
交
通
安
全
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
、
各
地

で
選
ば
れ
た
作
品
の
中
か
ら
総
務
庁
長
官
、

経
察
庁
長
官
、
文
部
大
臣
奨
励
賞
に
次
く

審
査
員
特
別
ぬ
に
選
ば
れ
、
ポ
ス
タ
ー
は・

子
供
ら
し
い
素
朴
な
絵
で
あ
り
な
が
ら
、

デ
ザ
イ
ン
感
党
に
あ
ふ
れ
た
作
品
で
あ
り
、

自
転
車
の
ボ
デ
ィ
ー
や
ハ
ン
ド
ル
の
形
、

ラ
イ
ト
の
三
角
形
な
ど
楽
し
い
リ
ズ
ム
感

を
生
み
出
し
色
を
変
え
た
文
字
が
そ
れ
を

さ
ら
に
助
け
て
い
ま
す
と
講
評
を
受
け
て

い
ま
す
。

全
国
か
ら
の
応
募
作
品
は
、
小
中
学
生

を
合
わ
せ

2
3
9
、
2
3
5
点
が
出
展
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

小
・中
学
生
合
わ
せ
6
、
3
9
3
点
の
応
募

か
ら
、
今
金
小
学
校
2
年
生
の
山
崎
み
ゆ

き
さ
ん
が
銀
賞
、
佳
作
で
は
、
八
束
小
学
校

1
年
生
の
讃
岐
遼
君
、
今
金
小
学
校
2
年

生
の
米
山
奈
保
さ
ん
、
金
原
小
学
校
3
年

託。塁

社会福祉を身ぢかに感じて

今金町合同町民学級ならびにいきいき学園

生
本
回
優
香
さ
ん
と

4
年
生
飯
谷
太
宣
君
、

種
川
小
学
校
6
年
生
の
柏
田
順
也
君
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

河
田
君
と
山
崎
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

役
場
ロ
ビ
ー
で
鉛
J

A
共
済
全
道
小
中
学
生

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
冊
子
で

ζ

覧
下
さ
い
。• • 

「
雪
は
友
達

f

い
ま
か
ね
雪
だ
る
ま
塾
開
校
」

教
育
委
員
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
共
催
で

2
月
日
日
、

日
日
に

わ
た
り
、
「
い
ま
か
ね
雪
だ
る
ま

塾
」
が
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

-
1
泊
2
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、

児
童
辺
名
と
文
化
協
会
、
歩
く
ス

キ
l
ク
ラ
ブ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
教
育

委
員
会
職
員
同
名
が
指
導
し
、
実

施
さ
れ
、

2
日
間
を
利
用
し
て
か

ん
じ
き
レ

l
ス
、
そ
ば
づ
く
り
、
歩

く
ス
キ
l
、
昔
遊
び
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
の
仕
事
に
つ
い
て
の
講
演
会
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
今
回
で

3
回
目
で

幻
世
紀
を
展
望
し
て
の
掛
け
橋
事

業
と
し
て
企
業
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
、
関
係
団
体
が
融
合
し
生
涯

学
習
社
会
の

「い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
だ
れ
も
が
」
学
べ
る
社
会
を
め

環境教育を推進して

家庭・地域が一体

神丘小学校

i
k
句
作
品
ヘ

、l
'
o
l" ‘ 叫"

ぇ ，

ざ
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

2
月
比
目
、
檎
山
管
内
教
育
実

践
表
彰
式
が
江
差
町
で
行
わ
れ
管

内
6
団
体
2
個
人
が
表
彰
さ
れ
本

町
か
ら
は
、
神
丘
小
学
校
が
授
与

し
ま
し
た
。

筏
与
式
で
は
、
多
年
に
わ
た
り

身
じ
か
な
環
境
に
関
心
を
持
ち
、

自
ら
環
境
保
全
の
た
め
行
動
す
る

児
童
の
育
成
を
目
指
し
地
域
の
素

材
を
教
育
課
程
に
位
置
付
け
る
と

と
も
に
、
家
庭
や
地
域
関
係
機
関
と

一
体
と
な
り
環
境
教
育
を
推
進
す

る
な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
ら
れ

た
功
績
に
よ
り
受
口
さ
れ
ま
し
た
。

町
、
教
育
委
員
会
、
い
き
い
き
学

闘
が
共
催
で

2
月
日
目
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で

2
0
0
名
あ
ま
り
が
参

加
し
、
今
金
町
合
同
学
級
並
び
に

い
き
い
き
学
閥
訴
義
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
講
義
会
で
は
、
メ
デ
ィ
カ

ル
ソ

l
シ
ャ
ル
ワ

l
カ
l
五
十
嵐

教
行
さ
ん
が

「
そ
ら
そ
ら
社
会
福

祉
」
と
題
し
、
社
会
福
祉
を
取
り
巻

く
環
境
、
高
齢

・
少
子
化
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
つ
い
て
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

講
義
終
了
後
、
総
合
福
祉
施
設

「と
し
べ
つ
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

関
わ
り
に
つ
い
て
の
質
疑
が
さ
れ
、

五
十
嵐
さ
ん
の
い
ま
ま
で
の
経
験

と
し
て
、
思
っ
て
い
る
の
と
は
実

際
に
は
違
う
こ
と
が
多
い
が
、
や

り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
言
っ

て
や

ら
し
て
も
ら
う
、
使
用
者
と
し
て

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
抜
け

て
も
支
障
の
な
い
仕
事
を
し
て
も

ら
う
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

が
い
る
こ
と
に
よ
り
施
設
内
の
雰

囲
気
が
変
わ
る
と
述
べ
て
い
ま
し

た。
こ
の
後
、
パ
ス
で
移
動
し
総
合

福
祉
施
設

「と
し
べ
つ
」
の
担
当
者

• • 印鑑登録証(磁気カード)の引替手続きはお済みですか

平成 7年6月 l日から印鑑登録制度が改正され、印鑑登録証(手帳式)が磁気カードに変更になり 、新しい印

鑑登録証への切り替えが済んでいない方は、早目に手続きをしてください。

《引替期限》

平成9年 5月31日

《引替場所》

役場町民課住民係

《お持ちいただくもの》

証録登鑑E日③ 

か
ら
説
明
を
受
け
施
設
内
見
学
を

し
ま
し
た
。

(4) 

."守圃iIYX. 、("

字国講義主主

霊録番§

-印鑑登録証

・受領印(登録印)

.引替の案内ハガキ

・本人を確認できるもの(身分証明書、免許証など本人の写真の張り付けてあるもの)

※ 代理の方が来られるときは、案内ハガキの委任状に記入のうえ、登録印を押印してください。(代理人の認

め印と代理人本人が確認できるものをお持ちください。)。登録証 ・登録印をなくしたとき、または登録印を変えるとき、いずれの場合も新規登録となります。。期日までに引き替えがない場合、印鑑登録は抹消となります。

なお、抹消後印鑑登録証明書を必要とするときは、新規登録手続きをしてください。

. 詳細については、町民課住民係まで (82-0111)

合金町長自費
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役

場

階

フ
ロ
ア
の
設
置
が

変
わ
り
ま
し
た
。

税務課

課設建

第 3号被保険者の届け出を

忘れていませんか?

母子福祉資金のお知らせ

平成9年4月から進学・進級及び就職される子供さ

んをもっ母子家産のための北海道の貸し付け制度です。

ロビー

出納室

正面

玄関i

3月から随時受け付けます。

会資金の種類及び貸付額

就学支度資金 企画

調畿百!l!

消費税率の引き上げや地方消費税導入などに伴い

臨時福祉特別給付金が支給されます。

商工観光棋は 3階より l階となります。※ 

• • 
第
2
号
被
保
険
者
(
厚
生
年
金

お
よ
び
共
済
組
合
の
加
入
者
)
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
(
羽
織

か
ら
ぬ
歳
ま
で
の
方
)
は
、
国
民
年

金
の
第
3
号
被
保
険
者
と
な
る
た

め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す。
こ
の
第
3
号
被
保
険
者
の
届
け

出
が
遅
れ
る
と
、
届
け
出
か
ら
2

年
前
ま
で
の
期
間
は
年
金
額
計
算

の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

高校公立7万円以内 私立22万円以内

大学、専修公立35万円以内、私立37万円以内

修学資金(月額)

-高校公立 I万4千円以内私立2万6千円以内

・短大公立3万8千円以内、私立4万6千円以内

・専修公立3万8千円以内、私立4万6千円以内

・大学公立3万8千円以内、私立4万7千円以内

就職支度資金 9万5千円以内

本
年
4
月
(
基
準
日
2
月
I
日
)
か
ら
消
費
税
率
の

引
き
上
げ
や
地
方
消
費
税
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
伴
っ
て
老
齢
縞
祉
年
金
や

特
別
隙
害
者
手
当
の
受
給
者
、
低
所
得
の
ね
た
き
り

の
お
年
寄
り
の
方
、
日
歳
以
上
の
低
所
得
の
方
々
に

対
し
、
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

古
福
祉
給
付
金

平
成
9
年
2
月
1
日
に
お
い
て
、
本
年
2
月
分
の

老
齢
間
祉
年
金
、
附
答
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
防
害
福

祉
年
金
、
法
族
基
他
年
金
の
う
ち
旧
母
子
・準
母
子
福

祉
年
金
、
児
υ
叫
扶
義
手
当
な
ど
い
ず
れ
か
の
年
金
又
、

手
当
を
受
給
で
き
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

争
生
所
保
雄
を
受
け
て
い
る
方
や
社
会
福
祉
施
設
に

入
所
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら

(
生
活
保
護
費
に
加
算
し
て
支
給
す
る
な
ど
)
附
置
さ

れ
ま
す
の
で
福
社
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

合
介
護
福
祉
金

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
か
、
あ
る
い
は
平
成

8
年
度
分
の
市
区
町
村
民
税
所
得
割
が
課
さ
れ
な
か

っ
た
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
核
当
す
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
(
ご
本
人
が
、
他
の
方
の
平
成
8
年
度
分

市
区
川
村
民
税
の
算
定
に
際
し
、
段
除
対
象
配
似
者

又
は
、
扶
養
籾
燦
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
当
核
他
の

方
に
市
区
川
村
民
税
所
得
制
が
滅
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
に
限
り
ま
す
)

基
準
日
に
お
い
て
平
成
8
年
8
月
1
日
以
前
か
ら

ね
た
き
り
文
は
痴
呆
な
ど
の
状
態
に
あ
る
た
め
常
時

の
介
護
を
必
袈
と
し
て
い
る
白
山
政
以
上
の
方
(
昭
和• • 

前
の
期
間
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
特
例
と
し
て
平
成
7

年
4
月
か
ら
平
成
9
年
3
月
ま
で

に
届
け
出
さ
れ
た
場
合
は
年
金
額

の
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。届

け
出
を
忘
れ
て
い
た
方
は
こ

の
機
会
に
速
や
か
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

。

お
問
い
合
わ
せ

・
函
館
社
会
保
険
事
務
所

8
0
1
3
8
5
6
1
1
6
1
 

.
役
場
年
金
係

7
年
2
月

I
H以
前
に
生
ま
れ
た
方
)

本
年
2
月
分
の
特
別
附
出
苦
手
当
、
防
山
首
相
祉
手
当
又

は
福
祉
手
当
を
受
給
で
き
る
方

+
基
準
日
に
お
い
て
病
院
又
は
老
人
保
健
施
設
に
平
成

8
年
問
月
別
日
以
前
か
ら
継
続
し
入
院

・
入
所
し
て
い

る
方
、
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
な
ど
社
会
福
祉
施
設
に

入
所
し
て
い
る
方
は
介
護
福
祉
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ね
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
な
ど
に
対
す
る
在
宅
介
護

の
支
給
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
福
祉
給
付
金
や

特
別
給
付
金
の
支
給
要
件
に
核
当
す
る
場
合
で
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

官
特
別
給
付
金

日
歳
以
上
の
方
(
附
和
7
年
2
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
)
で
、
平
成
8
年
分
の
個
人
の
市
区
町
村
民
税
が

瑚
附
さ
れ
な
か

っ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
.
(
ご
本
人

が
、
他
の
方
の
平
成
8
年
度
分
市
区
町
村
民
税
の
算
定

に
際
し
、
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
、
扶
養
親
族
と
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
当
該
他
の
方
に
市
区
町
村
民
税
が
課
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
)

福
祉
給
付
金
の
取
扱
い
と
同
様
に
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
又
は
、
同

一
の
方
が
福
祉
給
付
金
の
要
件
に
該
当

す
る
場
合
に
は
、
特
別
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
3
月
お
日
ま
で
に
申
初

出
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

。

お
問
い
合
わ
せ

。

編
制
給
付
金

・
特
別
給
付
金

役
場
年
金
係
町
民
係

8
2
1
0
1
1
1

0

介
談
給
付
金

総
合
福
祉
施
設
保
健
福
祉
係

〕CU
 

〔

8
2
2
7
8
0
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら

お
知
ら
せ

北
槍
山
職
業
相
談
室
へ
の
職
員
派
遣
日

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の
派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
北
袷
山
職
業
相
談
室
で
の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い
て
は
職

員
派
遣
日
に
職
員
が
取
り
扱
い
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以
外
は
八
雲
出
張

所
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

職員派遣日 職員の取扱時間

1日(火) 13時~17時

2日(水) 9 時~17時

3日(木) 9 時~17時

4日(金) 9 時~12持

7日(月) 13時~17時

8日(火) 9 時~12時

9日(水) 13時~17時

10日(木) 9 時~12時

23日(水) 13時~17時

24日(木) 9 時~12時

平成9年4月分

8
2

o

i
l
l
 

2万6千円以内

(運転免許など)

還

卒業後6カ月据え世きで利子は 3%又は無利子期

間は 3年から20年以内。

現在、貸付を受けている方も引き続き手続きが必要

です.必要ill類その他詳しくは町民課町民係までお問

い合わせください.

お
問
い
合
わ
せ

ハロ
l
ワ
!
ク
函
館

修業資金(月額)

。

会償

ハロ
l
ワ
l
ク
八
雲

北
槍
山
職
業
相
談
室

8
0
1
3
8
2
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0
7
3
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北海道報徳農業善行賞を

神丘西部の村上忠夫さんが
m. 
Jι 賞

み

ん

な

静
岡
旅
行

I景
谷

桃
子
さ
ん

美
利
河
小
5
年

行
き
ま
し
た
。
荷
物
を
置
い
で
す

く
に
ま
た
、
静
岡
駅
に
三
人
で
買

い
物
に
行
き
ま
し
た
。

パ
ル
シ
ェ
と
い
う
所
で
お
み
や

げ
や
自
分
の
ほ
し
い
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ
貰
っ
て
、
六
時
く
ら
い
に
家

に
帰
り
ま
し
た
。

次
の
目
、
関
線
さ
ん
と
一
緒
に

パ
ス
で
い
ろ
い
ろ
な
所
を
観
光
し

ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
、
登
日
遺
跡

を
見
ま
し
た
。
登
呂
の
人
々
が
ど

ん
な
工
夫
を
し
て
い
る
の
か
、
実

際
に
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

っ
て
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

次
に
日
本
平
に
行
き
ま
し
た
。
展

望
台
か
ら
、
清
水
港
や
富
士
山
が

よ
く
見
え
ま
じ
た
。
お
り
る
途
中

に
は
、
名
物
の
お
茶
畑
が
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
日
本
平

の
あ
と
は
、
清
水
港
で
船
上
パ

i

べ
Q
を
し
ま
し
た
。
え
び
ゃ
貝
な

ど
海
の
幸
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の

物
が
出
て
き
ま
し
た
。
と
っ
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
次
に
消
水

港
の
す
ぐ
む
か
い
の
水
族
館
に
行

き
ま
し
た
。
か
に
の
動
き
に
似
た

動
き
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
サ
ン

ゴ
の
動
き
方
に
そ
っ
く
り
な
口
ボ

ッ
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん

州
北
海
道
報
徳
役
社
は
I
月
山

目
、
北
海
道
報
徳
農
業
話
行
貨
の

受
泊
者
げ
名
を
決
定
し
、
本
町
か

ら
は
、
神
丘
四
部
の
村
上
忠
夫
さ

ん
が
受
臼
し
ま
し
た
。

村
上
さ
ん
は
、
従
来
の
地
方
収

機
型
段
業
の
限
界
を

一
早
く
感
じ
、

昭
和
ね
年
、
水
田
の
効
率
性
か
ら

大
型
化
の
必
要
性
を
感
じ
、
自
貨

を
も
っ
て
l

M
以
上
の
大
型
水
田

の
基
盤
設
備
を
行
い
、
町
内
股
業

者
に
大
型
水
凹
化
の
先
駆
者
と
し

て
大
き
な
影
響
力
を
与
え
た
。
ま

た
、
地
区
の
信
望
も
厚
く
昭
和
幻

年
か
ら
平
成
2
年
ま
で
の

9
年
問
、

左
岸
目
名
川
水
利
組
合
長
と
し
て
、

の
広

場

一
月
十
二
日
、
私
は
友
だ
ち
と

夜
行
列
車
に
乗
っ
て
上
野
の
釈
に

向
か
い
ま
し
た
。

二
人
で
一
人
刑

の
個
室
を
使
っ
た
の
で
、
せ
ま
く

て
よ
く
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
の
日
の

9
時
半
乙
ろ
、
上
野

の
駅
に
活
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

は
る
か
ち
ゃ
ん
と
お
手
伝
い
の
関

根
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
電
車
に
乗
っ
て
東

4・• 
本
物
の
魚
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

最
後
に
い
ち
ご
が
り
を
し
ま
し
た
。

学
習
発
表
会
の
時
に
発
表
し
た
、

「
い
ち
ご
に
つ
い
て
」
に
書
い
た
、

久
能
の
石
垣
い
ち
こ
も
見
ま
し
た
。

実
が
と
て
も
大
き
く
て
、
真
っ
赤

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
が
食
べ

ご
ろ
だ
そ
う
で
す
。
と

っ
て
も
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
あ
と
、
駅
に
も
と
っ
て
き

て
、
パ
ス
に
乗
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

十
五
日
は
お
せ
ん
げ
ん
さ
ん
に

登
り
ま
し
た
。
成
人
式
と
ち
ょ
う

ど
重
な

っ
た
の
で
た
く
さ
ん
人
が

来
て
い
ま
し
た
。
頂
上
か
ら
は
、
持

岡
の
町
の
様
子
や
南
ア
ル
プ
ス
も

見
え
ま
し
た
。
お
昼
は
も
う
ち
ょ

っ
と
先
の
ベ
ン
チ
で
食
べ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
細
い
道
を

一
列

に
な

っ
て
進
ん
で
行
く
と
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
み
か
ん
の
皮
が
点
々

と
続
い
て
い
る
の
を
発
見
し
ま
し

た
。
み
か
ん
の
木
が
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
と
っ

て
食
べ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ベ
ン
チ
が
あ
る
所
に
つ
い
て
、
お

弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
み
ん
な
、
お

な
か
が
へ
っ
て
い
た
の
で
た
く
さ

ん
食
べ
ま
し
た
。

地
区
内
の
民
業
苦
を
取
り
ま
と
め

艮
品
質
米
生
産
地
区
と
し
て
位
世

を
築
い
た
功
績
に
よ
り
受
υ
以
さ
れ

ま
し
た
。

京
で
か
る
く
朝
食
を
と
り
ま
し
た
。

本
当
は
夜
行
列
車
の
中
で
駅
弁
を

買
お
う
と
思
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、

な
か
な
か
来
な
い
の
で
食
掌
車
の

人
に
聞
い
て
み
た
ら
、

「売
れ
切
れ

ま
し
た
」
と
あ
っ
さ
り
一言
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

今
度
は
、
そ
こ
か
ら
新
幹
線
で

静
岡
に
向
か
い
ま
し
た
。
窓
か
ら

見
え
る
笥
士
山
が
と
っ
て
も
き
れ

い
で
し
た
。

静
岡
駅
で
朝
食
を
と
り
、
パ
ス

に
乗
っ
て
は
る
か
ち
ゃ
ん
の
家
に

(8) 

今
金
町
老
人
保
健
施
設

利
用
の
ご
案
内

老
人
保
健
施
設
は
、

設
で
す
。

明
る
い
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
、

看
護
、
介
龍
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
、
こ
利
用
さ
れ
る

方
の
心
身
の
状
態
や
病
状
な
ど
の

程
度
に
合
わ
せ
た
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
、
日
常
生
活
で
の
自
立
、
家

庭
へ
の
復
帰
を
お
手
伝
い
す
る
施

設
で
す
。

安
利
用
対
象
者

om山
歳
以
上
の
方
。

。
“
歳
か
ら

ω歳
ま
で
の
方
で
障

害
認
定
を
受
け
て
お
り
老
人
保
健

法
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
。

古
サ
ビ
ス
の
内
容

。
入
所
サ
ー
ビ
ス

家
庭
復
帰
を
目
的
に
、
ご
利
用

さ
れ
る
方
の
程
度
に
合
わ
せ
者
説
、

介
護
、
生
活
リ
ハ
ビ
リ
を
専
門
の

ス
タ

y
フ
が
行
い
、
ま
た
趣
味
活

動
、
教
養
娯
楽
生
活
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
楽
し
い
日

常
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
お
手

伝
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
施

• • 
O
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

ト
ス
テ
ィ
)

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
入
所
サ
ー

ビ
ス
と
同
じ
で
す
が
、
家
庭
で
の

看
護
や
介
護
が

一
時
的
に
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
、
日
日
間
を
限
度

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

。
通
所
サ
ー
ビ
ス
(
デ
イ
・
ケ
ア
)

リ
ハ
ビ
リ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
.
趣
味
活
動
、
教
養
娯
楽
活
動
、

入
浴
、
食
事
な
ど
を
行
い
健
康
管

理
を
通
じ
て
ご
利
用
い
た
だ
く
方

の
日
常
生
活
の
お
手
伝
い
を
致
し

ま
す
。

※

お

問
い
合
わ
せ

今
金
町
老
人
保
健
施
設
は
平
成

9
年
3
月
中
に
開
設
す
る
こ
と
で

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
入

所
さ
れ
る
希
望
者
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内

容
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
は
お

気
軽
に
ご
棺
談
く
だ
さ
い
。

。
今
金
町
老
人
保
健
施
設
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H

こ
ん
ど
は
、
反
対
側
か
ら
山
を

お
り
て
「
い
せ
た
ん
」
と
い
う
庖
で

買
い
物
を
し
て
、

「
マ
ザ
ー
テ
レ

サ
」
の
映
画
を
見
ま
し
た
。
マ
ザ
ー

テ
レ
サ
と
い
う
人
は
一
番
ま
ず
し

い
人
の
お
出
話
を
し
た
り
、
死
を

ま
つ
人
の
ホ

l
ム
を
作
っ
た
り
し

た
人
で
す
。

映
画
を
見
た
あ
と
、
は
る
か
ち

ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
が
車
で
む
か
え

に
来
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
で
夕
食
を
と
り
ま
し
た
。

次
の
日
は
、
日
本
平
に
行
き
ま

し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
の

っ
て、

徳
川
家
印
刷
の
陣
物
館
に
行
き
ま
し

た
。
家
康
の
使
っ
て
い
た
く
し
ゃ

絵
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
お

昼
こ
は
ん
を
食
べ
て
谷
川
さ
ん
の

家
に
行
っ
て
、
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
月
に

一
回
本
を
送
っ
て
く

れ
る
人
で
す
。
駅
に
つ
い
て
か
ら
、

少
し
買
い
物
を
し
て
夜
行
列
車
に

の
り
ま
し
た
。
は
る
か
ち
ゃ
ん
の

お
母
さ
ん
が
あ
ま
ぐ
り
や
、
み
か

ん
を
持
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
と

っ
て
も
た
の
し
い
五
日
間
で
し
た
。

お
わ
り

;
;
;
:
;
j
i
;
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快
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と
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降

る

色

ち

秀

峯

の

画

像

に

見

惚

る

る

春

遅

々

と

辻

知

子

〕nwu 〔
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社会教育

だより
第245号

(重点目標)

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

健やかな成長を期待して~こども会活動

町
こ
ど
も
会
連
合
会
で
は
、

そ
の
活
動
が
こ
ど
も
達
の
校

外
活
動
の
場
と
し
て
最
も
地

域
に
密
着
し
た
も
の
で
あ
る

と
の
観
点
か
ら
、
事
業
の
運

営
は
も
と
よ
り
地
域
の
担
当

者
と
の
共
通
認
識
を
図
ろ
う

と
①
学
校
と
の
係
わ
り
と
役
割
分

担
②
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
中

学
生
と
の
係
わ
り
の
二
点
を
活
動

の
重
点
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
に
つ
い
て
は
、
夏
・冬
休
み
行

事
へ
の
こ
ど
も
遠
の
意
見
要
望
の

集
約
と
役
員
構
成
を
学
校
で
対
応

平
井
君
管
内
表
彰

ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
活
動
で
功
紛

の
あ
っ
た
桧
山
管
内
小
中
学
校
の

表
彰
に
、
平
井
祥
一
君
(
今
小
3

年
)
が
選
出
さ
れ

2
月
末
に
受
日

い
た
し
ま
し
た
。
平
井
君
は
、
昨
年

5
月
江
別
市
で
行
わ
れ
た
全
道
大

司

会
で
優
勝
し

8
月
に
は
大
阪
市
で

の
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す

(
6
月
号
掲
載
)
。
今
金
町
の
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
は
日
頃
の
活
動
も

大
変
熱
心
で
毎
年
多
く
の
大
会
で

そ
の
成
果
を
上
げ
注
目
さ
れ
て
お

H

ス
キ
ー
に
親
し
む
“

冬
期
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図
る

た
め
2
月
ロ
日
か
ら
3
日
間
.

西

の
杜
ス
キ

I
場
で
初
心
者
ス
キ
l

ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
レ
デ
ィ
ス
の
み
の
凶
名
。

初
心
者
と
い
う
こ
と
で
、

J-IX. 
初

し
、
そ
れ
を
受
け
て
地
域
が
企
画

会
議
を
開
催
し
自
主
的
に
行
事
の

実
施
に
当
た
る
よ
う
系
統
だ
て
学

校
と
地
域
の
お
互
い
の
協
力
に
よ

り

一
方
に
の
み
依
存
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
今
金
中
生
徒

会
へ
協
力
を
要
問
し
運
当
面
で
の

お
手
伝
い
を
い
た
，た
い
て
お
り
ま

す
が
、
単
位
こ
ど
も
会
で
の
行
事

に
も
中
学
生
へ
の
呼
び
か
け
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
会
活
動
と
は
、
楽
し
い

遊
び
ゃ
話
し
合
い
、
体
験
な
ど
を

通
じ
て
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成

長
す
る
た
め
の
自
主
的
な
活
動
で

あ
り
、
地
域
の
大
人
は
こ
ど
も
を

持
つ
親
に
限
ら
ず
、
相
談
相
手
や

活
動
の
手
助
け
を
す
る
の
が
望
ま

し
い
姿
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
心

は
、
町
内
会
・
自
治
会
の
こ
ど
も
会

担
当
者
で
す
が
、
地
域
ぐ
る
み
で

こ
ど
も
会
活
動
を
考
え
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。• (. 4 

:1-
~ 

り
ま
す
が
今
後
の
ま
す
ま
す
の
活

叫
耐
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
本
塚

中
3
年
)

思
さ
ん
(
今

(l
月
号
縄
戦
)
も
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

は
ス
キ
ー
を
は
い
て
歩
く
こ
と
も

ま
ま
な
ら
な
い
人
、

止
め
る
こ
と

も
で
き
な
い
人
も
、

ス
キ

l
連
関

の
指
導
者
の
熱
意
で
メ
キ
メ
キ
と

最
終
日
に
は
全
員
が
ポ

上
達
し
、

l
ゲ
ン
で
滑
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
キ

l
人
口
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、

受
税
者
に
も
好

持
な
こ
と
か
ら
、

町
教
委
と
し
て一γ

は
来
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
も
、

ユ
ニ
ア
の
育
成
と

一
般
の
愛
好
者

の
倒
り
起
こ
し
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二

三

凶
八
八

文
化
財
探
訪
⑨

下
の
写
真
は
、
町
内
に
広
く
分

布
す
る
瀬
棚
層
(
砂
の
地
層
)
か
ら

産
出
し
た
ρ
有
孔
虫
μ
と
い
う
小
さ

な
単
細
胞
動
物
化
石
の
電
子
顕
微

鏡
写
真
で
す
。
下
の
線
が
五
分
の

一
ミ
リ
で
、
世
界
中
の
海
に
住
ん

で
い
る
微
生
物
で
す
。

2
月
2
日
ク
ア
プ
ラ
ザ
温
水
プ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「第
l
回
冬

の
水
泳
ま
つ
り
」
か
ら
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。

生
涯
学
習
は
、
自
ら
の
意
思
に

2
月
2
日
に
鉛
名
の
参
加
者
を

得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
事
業
は

近
隣
市
町
村
の
美
術
館

・
博
物
館

等
の
施
設
を
見
学
し
、
日
頃
鑑

賞
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
芸
術

作
品
や
歴
史
文
化
に
触
れ
、
知

見
を
広
め
る
目
的
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。

今
回
は
道
立
函
館
美
術
館
に

て
開
催
中
の
マ
リ

l
・
口

l
ラ

i
1
4
 

リ
ヂ
L
，
山
富
即1
会
Hμ

函
館
市
北
方
民
族

函
館
市
文
学
館
を
見

ン
サ
ン
展
、

学
し
ま
し
た
。

マ
リ

l
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
は

初
世
紀
を
代
表
す
る
フ
ラ
ン
ス
の

女
流
画
家
で
、淡
い
色
調
を
基
本
と

す
る
華
や
か
で
叙
情
的
な
画
風
で
、

特
に
女
性
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

展
示
で
は
彼
女
の
作
品
1
4
7

点
が
年
代
順
に
扱
べ
ら
れ
‘

者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

函
館
市
北
方
民
族
資
料
館
は
大

参
力日

正
日
年
に
処
築
さ
れ
た
旧
日
銀
函

館
支
底
の
建
物
を
用
い
て
お
り
、

外
観
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
す
が
、
展

ア
イ
ヌ
民
族
を
始

示
は
斬
新
で
、

め
と
す
る
北
方
民
族
の
班
宮
な
コ

レ
ク
シ

ョ
ン
を
も
と
に
答
ら
し
ゃ

文
化
を
伝
え
て
い
ま
す
。

特
に
ア

様
々
な
種
類
が
い
て
水
温
や
深

さ
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
ま
す
。

写
真
の
も
の
は
水
深
2
0
0
m

よ
り
深
い
所
に
住
ん
で
い
た
も
の

で
す
。
現
在
の
瀬
棚
沖
だ
と
岸
か

ら

ω川
以
上
も
雌
れ
た
所
に
相
当

も
と
づ
い
て
実
践
さ
れ
る
も
の
で

す
。
水
泳
ま
つ
り
に
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
、
健
康、

美
容
、
泳
力
向
上

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
学
習
目
的

で
す
が
、

水
中
騎
馬
戦
、
水
中
バ
ス

ケ
ッ
ト
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
工
夫

で
学
ぶ
喜
び
を
共
有
し
た
り
、
回
開

学
年
や
異
性
、
親
子
の
交
流
へ
と

大
き
く
広
が
り
ま
す
。

参
加
し
た
子
供
述
か
ら
は

「
O

O
ち
ゃ
ん
も
誘
え
ば
良
か

っ
た
」

「
今
度
は
お
父
さ
ん
と

一
緒
に
」
と

言
う
声
が
、
ま
た
、
婦
人
の
方
か
ら

は
「
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス

• '. 
イ
ヌ
民
肢
に
関
す
る
展
示
は
自
然

と
人
が
調
和
し
な
が
ら
、

H
J
L

、
ょ

“、一ム引N
J

J

造
形
や
繊
細
な
文
綴
を
生
み
出
し

lスツ切一。。

て
い

っ
た
人
々
の
生
活
文
化
水

準
の
高
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

文
学
館
は

一
階
が
函
館
ゆ
か

り
の
作
家
を
紹
介
し
、

階
ts 

石
川
啄
木
の
小
説
原
稿
や
歌
稿
、

書
簡
な
ど
展
示
し
て
い
ま
す
。

両
館
と
も
展
示
解
説
員
に
よ

。芸術鑑

る
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

有
意
義
な

一
日
で
し
た
。

来
年
度
以
降
も
こ
の
よ
う
な

日
開
り
で
で
き
る
芸
術
鍬
日
パ

ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

ご
覧
に
な
り
た
い
展
示
あ
る
い
は

施
設
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

社
会
教

育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

し
ま
す
。
こ
の
特
定
の
性
質
を
利

用
し
て
、
そ
の
地
層
が
で
き
た
当

時
の
海
の
様
子
を
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
地
域
が
過
去
か
ら

こ
れ
ま
で
ど
の
様
に
変
化
し
て
き

た
か
を
調
べ
る
こ
と
は
、
土
地
の

利
用
に

つ
い
て
重
要
な
情
報
を
提

供
し
、
さ
ら
に
、
今
後
の
地
球
環
境

の
変
化
を
予
測
す
る
う
え
で
大
き

な
役
割
を
も
っ
て
い
る
と
共
に
、

こ
の
肉
恨
で
は
見
え
な
い
化
石

(
微
化
石
)
に
も
地
球
の
歴
史
が
刻

ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

〕nυ 1
 

〔

で
こ
ん
な
に
泳
げ
る
な
ん
て
」
そ

し
て
、
指
導
者
の
先
生
方
か
ら
は

「
学
校
の
授
業
で
も
使
え
そ
う
」
な

ど

一
つ
の
学
習
機
会
が
広
が
り
を

も
ち
、
日
常
の
生
活
に
生
か
さ
れ

て
行
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
生
涯
学
習

型
念
「
自
ら
、
楽
し
く
、
心
泣
か
に

学
ぶ
こ
と
」
に
つ
な
が
っ
て
行
き

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
様
々
な
学
習
機

会
に
積
駆
的
に
参
加
す
る
こ
と
か

ら
生
ま
れ
る
喜
び
を
家
庭
で
話
題

に
し
て
み
て
下
さ
い。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

内

Z
R
V

9
日
日

第
初
田
町
民
歩
く
ス
キ

ー
の
集
い

(
9

∞
)

ピ
リ
カ
逃
跡
ふ
れ
あ
い
歩
く
ス
キ

コ

ス

日
日
制
・(

凶
∞
)
豊
田
小

日
日
刷
、
今
金
町
社
会
教
育
モ
ニ

タ
1
事
業
(
悶
∞
)

軽
ス
ポ
ー
ツ
巡
回
指
導

学
習
セ
ン
タ
ー

山
田
町
、
今
金
町
親
醤
室
内
サ
ツ

カ
l
大
会

(
9

∞)

幻
日
刷
明
、
今
金
町
社
会
教
育
委
員

会
(
ゆ
∞
)
学
習
セ
ン
タ

ワム
j

‘，
q
d
、

n
4
4
!
n
rh
 

北
部
4
町
青
年
会
議
等

交
流
会
(
同
日
目
別
)
学
習
セ

ノ/

タ

c -ーーーーーーーーー司 ，、
1 大あ j也~ 4 
:官3宿 IIIJ: 里:拙(火、)g
t 平IJと金製 盲'焚
1用ぅ悲 の'会制日
;5g争城 霊， 10合
l てい 民 相 ' 体
t頂ま L- 1 ~ ~ 

59 紘き し子 治;まf!'!!' 総説
1て，殿 ;体斐
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臨
時
事
務
員

・

作
業
員
を
募
集

町
は
、

4
月
か
ら
勤
務
す
る
女

子
臨
時
事
務
員
と
臨
時
作
業
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
履
歴
書
を
3
月
は

日
ま
で
に
総
務
課
総
務
係
ま
で
提

出
願
い
ま
す
。

4~~hJ~=伊目~

記

女
子
臨
時
事
務
員

8
名

年
齢
ゆ
歳
以
上
の
女
性

臨
時
作
業
員

・
年
齢
何
歳
ま
で
の
男
性

・
職
種
道
路
維
持
作
業
外

・
条
件

大
型
特
殊
免
許

※
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
総
務
係

8
2

0

1
1
1
 

O O 
年
金
相
談
日
の

お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

コい

3
月
幻
日

午
前
凶
時

1
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

1 

と

健診を受けて明るい健康づくり

3一月みんな き

3
、
相
談
員

函
館
社
会
保
険
事
務
所
職
員

《町
民
諜
年
金
係
》

平成9年度の国民年金保

険料は、

月額12，800円です。

(付加加入者は保険料は、

月額13，200円です。)

〕2
 

1
 

〔

9・2.10 

社会福祉協議会だより
※光の皇学図、lJ:寿闘、社会福祉協議会への多額のこ'寄付、

ご厚意ありがとうございました。

(敬称略)

《茨城県》 尾 % 

武 回 f羊 明 主有 木 U 同1

《札幌市》 中、I 上 実

守Iロ主1 松 江 いまかね雪まつり実行委員会

池 回 克 彦 犬 塚 アサ子

片 岡 洋 8; 、 村 規 子

《八雲町)) メマコ、 金 日 石 停~

及 )I[ 留 =口士? 今金オー 卜側

《長万部町》 八千よ光の箱

高 橋 /¥ jレ 琴 生告 dzh == 

出 水 清 子 大佐賀 茂 夫

《乙部町》 中 島 弘

山 山暗 卜 メ J I[ キサ 卜 『、、

メE2h1 坂 正 鶴 嶋 政 光

《熊石町》 稲 垣 雅 夫

遠 I長 サ 夕、 )I[ ちどり

《瀬棚町》 I青 * 健 次

平 IlJ 明 英 手口 凹 此希男

《北槍山町》 中 キサ 恭 子

中 井 栄 子 J I[ 1青 AB 
北槍山町御詠歌講 大 倉 行 割E

《今金町》 佐々木 春 夫

家庭での血圧測定の

注 点
%昆

息、

項 目 対 象 者 実 施 日 時 |間 対象地区 実施会場 仙 考

一世住民間保

一般相続 全住民 3日(月) 10 :00........12 :00 全地区 老人間祉センタ 他陣相談(IUL圧測定尿検査)

一般相政 全住民 10日(月) 10: 00........12: 00 全地区 老人福祉センター 健康相談(血圧倒定尿抽査)

一般相談 全住民 17日(月) 10 : 00.-....-12: 00 全地区 老人福祉センタ 他康相骸(1m庄司1¥11定尿倹査)

無医地区巡回障措(耳鼻科) 全住民 18日(火) 受14付2時n-間14:50 全地区 町民センター 八霊能合病院耳鼻科医師器察(有料)

一般相政 全住民 24日(月) 10: 00----12: 00 全地区 老人福祉センター 他陣相談(血圧測定尿検査)

無医地区巡回障措(眼科) 全住民 27日(木) 受14付2時0-間14:50 全地区 町民センター 八霊能合病院曙科医術器事(有科)

一般相談 全住民 31日(月) 10: 00--12: 00 全地区 老人福祉センター 健康相談(血圧倒定 尿検査)

乳幼児関保

乳児相酷 生慢3、6，97月児 6日(木)
畳付時IHJ

全地区 町民センター 健康相談 ・身体計測9 :30........10:00 

1援 6ヶ月児位陸 生桂 1揖7，8ヶ月児 6日(木) 受13付0時n-間13: 15 全地区 町民センター 師尿検器査摂 身歯体科計相測誤 ・保フ世ッ相素担唾。布医

股間節脱臼検賠 生後4ヶ月盟 11日(火) 実13施C時n-間14:00 全地区 今金保健所 股関節X輯撮影

乳鬼世診 生桂4.7，10，12ヶ月児 13日(木) 畳13付凹時~間13: 15 全地区 町民センター 談身体栄計測華相医談師・詩健型康相。歯談科相

妊産柵慣係

妊婦問!日主 妊婦の方 11日(火)受13付G時n-間13:30 全地区 今金町国保病院 尿検査日書歯科相l料談)睦康相談
医師事(布

(保健嗣祉課保世福祉係 国保係)

平
成
9
年
度

固
定
資
産
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

平
成

9
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
(
地
方
税
法
4
1
5
条

第

1
項
の
規
定
に
よ
る
)
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ヨ
し

き
ロ

O
縦
覧
期
間

平
成
日
年
4
月
1
日
1

平
成
9
年
4
月
幻
日

O
縦
覧
場
所
役
場
税
務
課

O
縦
覧
期
間
午
前
8
時
初
分
1

午
後
5
時
日
分

《
税
務
課
資
産
税
係
》

• • 
2回以上測って、平

均値を算出する

医師に家庭用血圧計

の信頼性をチェック

してもらう

あなたの血圧は大丈夫?

~血圧の上手な測り方~
たくしあげたシ

ャツで腕をしめ

つけないように

する

圧迫帯内の空気

を完全に抜き、ひ

じから指 2本分

くらい上に巻く

指が 2本入る位

のゆるさにする

朝、夕決められた

時間に測る

上腕の中ほどを心

臓の高さにする• • 
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血
液

に
は
、
全
身
を
循
環
す
る
の
に
必

要
な
圧
力
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す

と
れ
が
血
庄
で
す
。
そ
し
て
血
圧

が
あ
る
水
準
を
越
え
て
高
く
な
る

と
「
高
血
圧
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
高
血
庄
は
、
他
の
病
気

が
原
因
と
な
っ
て
お
こ
る
一
一
次
性

高
血
圧
と
原
因
の
は
っ
き
り
し
な

い
本
態
性
高
血
圧
と
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
割
合
は
本
態
性
高
血
圧
の

ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
く
必
歳
代
か

ら
急
に
増
え
始
め
ま
す
。

高
血
圧
は
H

無
症
状
H

の
と
と
が

多
く
、
自
党
症
状
が
現
れ
た
と
き

に
は
か
な
り
病
状
が
進
ん
で
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
普

段
か
ら
自
分
の
血
圧
の
様
子
を
知

っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
定

期
的
に
、
町
の
健
康
相
談
を
利
用

し
た
り
、
自
宅
で
血
圧
を
測
る
な

ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
測
っ
た

血
圧
の
値
は
健
康
手
帳
な
ど
に
記

雌

入
し
ま
し
ょ
う
。
血
圧
は
、
ち
ょ
っ

訓

と
し
た
こ
と
で
変
動
し
ま
す
測
る

収

時
に
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
よ
う
。

血
圧
を
測
る
前
の
注
意

.
食
事
、
運
動
、
喫
煙
の
す
く
後
の

間同
る

¥
¥

り
に

¥
¥

座

後

¥
h

に
静

す
子
安

い椅

の

測定する時は、毎回閉じ姿勢で測る

電子式の上腕用家

庭血圧計を用いる

測
定
は
避
け
ま
す
。

争
興
奮
し
た
り
寒
い
と
こ
ろ
に
い

る
と
血
圧
が
上
が
る
の
で
時
間

を
お
い
て
か
ら
測
り
ま
す
。

争
ト
イ
レ
は
測
定
前
に
済
ま
せ
ま

し
よ
う
。

争
測
定
前
は
深
呼
吸
し
て
心
も
体

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
お
き
ま
す

家
庭
用
血
庄
司
に
も
い
く
つ
か

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
指

先
や
手
首
で
測
る
血
圧
計
よ
り

も
上
腕
で
測
る
も
の
の
方
が
精

度
が
高
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
年
1
回
は
検
診
を
受
け

て
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

ょ?っ。W
H
O
(
世
界
保
健
機

関
)
の
血
圧
基
準

140以下 141-159 160以上

90以下 正常血圧

91-94 境界域高血圧

95以上 高 血 圧

(単価はすべてmmHg) 
〕3
 

1
 

〔

拡
張
期
血
圧



令。g。φ 住民の動態 。gゆ令

1月末現在

前月対比

7.325人

3.532人 (64)

3， 793人( 4) 

2，587世帯( 6) 

人 口

男

女

世帯数

休日当番医
北格山田T国保病院(北格山)64-5321 

今金町国保病院 (今金)62-0221 

道陣Iロイヤル病院(北槍山)64-5011 

幡崎医院(瀬棚)67-3021 

今金町 国保病院(今 金)62-0221 

道南ロイヤル病院(北倫山)64-5011 

北伶山町国保病院(北槍山)64-5321 

3月2日

9日

16日

20日

23日

30日

4月6日

守)南 町

伸一)大和町

克彦)トマンケシ

孝俊)南~受

1月17日(保護者

1月22日(保護者

2月2日(保鐙者

2月 1日(保護者

-コル」でめおっ

ん

ん

ん

ん

よ

し

吋

刊

H

h

じ
川市
かだ
ロ伍
ル
椛

ん
t

ゆ
優
肌
恵

た

屋

お

問

地

紺

室

内

凶

下

菊

原

戸

固いつまでもおしあわせに

2ノミ野中健司さん(大和町)=明石市子さん(本別町)

'/イ2米世隆ーさん(末広町)=大松春美九(団 代)

2ノイー上村寿行さん(東 町)=坂井麻紀九(中樋川)

'* 

'* 
-
m
w
-

-

M
W

・-
後
・・
φ

・

技
・
ス
ピ
ー
ド
競
う

町
民
ス
キ
l
大
会
兼

ラ
イ
オ
ン
ズ
杯

町
民
ス
キ
!
大
会
兼
ラ
イ
オ
ン

ズ
杯
が
2
月
目
目
、
体
育
協
会
.
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
で
、
ピ
リ

カ
ス
キ
l
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
一

般
ま
で
の
印
名
あ
ま
り
の
選
手
が

父
兄
な
ど
の
応
援
を
受
け
、
技
と

ス
ピ
ド
を
競
い
熱
戦
を
繰
り
ひ

ろ
げ
ま
し
た
。

1・
画おくやみもう しあげます

笹森芳太郎さん 1月21日 83歳 上~凹

和田此ーさん l月31日 100歳 f佐野 l姐

佐藤 トヨさん 1月29日 96歳南 IIIT 

金禅ミツヱさん 2月7日 76歳上種川

蛇名弘美さん 2月8日 70歳上種川

2月18日受付分まで記載

母母

-
φ

・・
偽
・
-
M
W

・

平
成

9
年
度
道
政
モ
一

道
は
、
道
民
か
ら
道
政
に
関
す

る
怠
見
や
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
、

よ
り
よ
い
北
海
道
づ
く
り
の
参
考

に
し
て
い
ま
す
。

1
、
応
募
資
格

道
内
に
居
住
す
る
却
歳
以
上
の

(
平
成
9
年
5
月
1
日
現
在
)
方
。

(
常
勤
の
公
務
員
、
議
会
議
員
を
除

き
ま
す
)

2
、
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

道
政
に

つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご

要
望
を
文
告
や
ア
ン
ケ
ー
ト
制
査

で
の
拠
出
な
ど
。

3
、
香
嗣
刑
期
間

委
嘱
日
(
平
成

9
年
5
月
を
予

定
)
1平
成
凶
年
3
月
剖
日
ま
で

4
、
応
募
方
法

は
が
き
に
、
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
、

職
業
、

応
募
動
機
な
ど
明
記
し
て
附
山
支

庁
に
送
付
く
だ
さ
い
。

5
.
募
集
期
間

平
成
9
年

4
月
i
日
1

平
成
9
年
4
月
間
日
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ

的
山
支
庁
総
務
保
広
報
渉
外
係

8
0
1
3
9
5

2

1
0
1
0
 

発

行

/

北

海

道

今

金

町

役

場

削

②

0
1
1
1
番

• 

一タ
l
募
集

(14) 

(
記
入
方
法
)

送
付
先
一T
0
4
3

桧
山
郡
江
差
町
陣
屋
町

3
3
6
11
3
 

桧
山
支
庁

広
報
渉
外
係

1 L1i:f. (ふりが1.)

2 性別

::1 '.t句fI日
4 製{的街，.び笥i話爵旬

5 ・~ rlt:1~の内定予(白営
鋤め人の別ち含めて)を具体

的に氾入してくださいJ

[例 "筒U'00会社鋤務}

'S.t!・ '00脳動鋳} 主鍋

OOL.t!自営墜繊師(自営)J
6 辺政モニター続験の有坐

[例(針。。年)J
7 応募の動機

8 外向人の場合は回旅

八
束
小
学
校
よ
り

約
初
年
前
、
給
食
の
お
か
ず
に

添
え
た
種
っ
き
レ
モ
ン
。

歴
代
の
用
務
員
さ
ん
の
手
で
見

事
な
実
が
な
り
ま
し
た
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


